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1. 組織の概要 

(1) 名称 伊那金属工業株式会社 

  創立 1965 年（昭和 40 年） 

(2) 代表者 代表取締役社長 平澤 泰斗 

(3) 所在地 〒399-4431 長野県伊那市西春近 5212 

(4) 事業内容 

硬質アルマイト処理 

亜鉛めっき 

ニッケル－クロムめっき 

(5) 事業規模（2011 年 4 月 1 日現在） 

従業員数 14 名 

延べ床面積 2000 m2 

立地条件 住宅地 

(6) 環境管理責任者及び担当者 

環境管理責任者 常務 平澤 泰忠 

環境管理委員会事務局  平澤 泰忠（兼務） 

(7) 連絡先 TEL ：0265-72-4107 

FAX ：0265-72-4108 

E-mail ：info@inakinzoku.co.jp 

 
（本社・工場外観） 
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2. 対象範囲 

本社 

 アルマイトライン 

 亜鉛めっきライン 

 ニッケル－クロムめっきライン 

 事務所・会議室 

環境活動組織 

 

 
社長 環境活動の統括責任者 

  

 環境管理責任者 
環境活動の計画、実施、管理の責任者 

統括責任者の代行 

 

 

 
環境管理委員会 環境活動内容の確認と検討 

 

 

実施部門 計画に基づいた環境活動の実施 

     

アルマイト

ライン 
 
亜鉛めっき

ライン 
 

ニッケル－クロム

めっきライン 
 

事務所 

会議室 
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3. 環境方針 

 環 境 方 針  

基本理念 

「私たちは豊かな自然環境の保全に努め、自然と共存する」 

方針 

当社の基本理念に基づき、表面処理加工を主とする事業活動を通じて、 

環境管理活動に取り組み、環境調和型企業を目指して活動し、 

地球環境との共生を図ります。 

1. 事業活動を通じて、環境に与えている影響を捉え、技術的、経済的に 

可能な範囲で環境目標を定め、全社員が参加して環境マネージメントの 

継続的改善に努めます。 

2. 環境法規制を遵守し、環境汚染の予防に努めます。 

3. 具体的取り組み内容 

① 二酸化炭素排出量の削減（重油、灯油、電力使用量の削減） 

② 廃棄物の削減 

③ 水使用量の削減 

④ 水質汚濁防止法の遵守（法規制値内の維持） 

⑤ 化学物質使用量の維持管理 

⑥ グリーン購入の推進 

⑦ 環境に関する情報の積極的な提供 

4. 全社員に環境方針の理解と意識の向上を図り、環境方針を達成する。 

環境方針は、顧客、供給者及び社外へ必要に応じて公開します。 

2011 年 4月 1日 

伊那金属工業株式会社 

代表取締役社長 
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4. 環境目標と実績 

2010 年度までは、エコアクション２１（2004 年版）に準拠して環境目標を

策定しています。 

環境負荷の現状 

エコアクション２１（2004 年版）のガイドライン「環境への負荷の自己 

チェック」に沿って、過去３年間の環境負荷のチェックを行いました。 

当社における二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量（水使用量）は、

以下の通りです。 

環境負荷項目 単位 2007 年度 2008 年度 2009 年度 

購入電力 MJ 8,463,630 6,021,870 5,538,556 

化石燃料 MJ 5,720,476 3,629,263 2,922,299 

総排水量 m3 60,000 36,500 30,100 

廃棄物最終処分量 t 82.87 32.35 19.37 

化学物質排出量・移動量 t 1.80 1.09 0.37 

温室ガス（CO2）排出量 Kg-CO2 785,183 562,544 470,641 

CO2排出係数（中部電力） kg-CO2/kWh 0.452 0.481 0.470 

目標値と実績 

二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量を 2007 年度の実績に対して 

３年間で加工費１万円につき 3 %削減を目標とし、2010 年度は 3 %の削減と 

しました。また、水質汚濁防止法を遵守するため、排水のｐＨおよび排水中の

六価クロム濃度を法規制値内に維持することを目標としました。 

いずれの項目においても、2010 年度は目標値を達成することができました。 

項目 単位 2007 年度実績 2010 年度目標 2010 年度実績 

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 28.23 27.38 27.15 

CO2排出係数（中部電力） kg-CO2/kWh 0.452 － 0.455 

廃棄物排出量 Kg  3.44  3.33  3.33 

 水使用量（総排水量） m3  2.16  2.10  0.96 

排水の pH － 5.8～8.2＊ 5.8～8.2 6.8～7.7 

排水中の六価クロム濃度 mg/L 0.5 以下＊  0.40 以下  0.13 以下 

※ 2007 年度実績欄の＊印は、法規制値 
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5. 環境活動計画と取り組み結果および評価 

評価基準：◎良く出来た ○出来た △さらに取り組みが必要 

二酸化炭素排出量の削減 

目標： 2007 年度加工高 1 万円当たりの排出量 3%削減 

計画 評価 

① 自動車のエコドライブ－アイドリングストップの励行 ◎ 

② 自動車のエコドライブ－社有車への標示 ◎ 

③ A 重油の使用量の削減 ○ 

④ 節電の励行 ○ 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2007年度 28.63 28.62 28.20 26.93 26.43 26.17 26.37 26.76 27.29 27.65 27.96 28.23

2008年度 29.33 29.60 28.67 27.63 27.49 27.18 27.26 27.38 27.48 27.56 27.72 27.84

2009年度 27.81 27.81 27.68 27.71 27.68 27.60 27.38 27.23 27.00 27.34 27.72 27.65

2010年度 27.18 27.21 27.39 27.33 27.26 27.00 26.82 26.81 26.77 26.84 27.02 27.15

2010年度目標 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38 27.38

25

26

27

28

29

30

CO2排出量

（kg/加工費１万円）

月

CO2排出量（年度初から集計月までの累計）

 

廃棄物排出量の削減 

目標： 2007 年度加工高 1 万円当たりの排出量 3%削減 

計画 評価 

① 廃プラスチックの削減 ◎ 

② スラッジの削減 ◎ 
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2007年度 2.83 2.38 2.43 2.66 2.94 2.99 3.78 3.77 3.67 3.61 3.62 3.44

2008年度 0.00 0.85 1.83 2.40 2.58 2.16 1.81 2.07 1.81 1.65 1.50 1.67

2009年度 0.00 0.23 0.15 0.82 0.65 0.54 0.91 0.84 1.15 1.06 1.20 1.08

2010年度 0.00 0.00 0.11 0.89 0.70 1.16 1.02 1.23 1.32 1.19 1.06 0.96

2010年度目標 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33 3.33

0

1

2

3

4

廃棄物排出量

（kg/加工費１万円）

月

廃棄物排出量（年度初から集計月までの累計）

 

水使用量の削減 

目標： 2007 年度加工高 1 万円当たりの排出量 3%削減 

計画 評価 

① 電導度計による水洗水の管理 ９月にて中止 

② 節水の励行 ◎ 

①については、測定値の変動が激しく、管理基準の設定が困難であることが 

判明したため、９月にて活動を中止しました。 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2007年度 2.16 2.17 2.18 2.17 2.17 2.17 2.16 2.16 2.16 2.16 2.16 2.16

2008年度 2.16 2.17 2.17 2.16 2.15 2.15 2.15 2.15 2.15 2.15 2.15 2.14

2009年度 1.80 1.89 1.88 1.85 1.81 1.81 1.81 1.79 1.78 1.79 1.78 1.78

2010年度 1.79 1.81 1.87 1.88 1.85 1.82 1.79 1.74 1.72 1.73 1.70 1.71

2010年度目標 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10 2.10

1.60

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

2.30

水使用量

（m3/加工費１万円）

月

水使用量（年度初から集計月までの累計）

 



 

 

環境活動レポート 2011 年 6 月 20 日 頁 9 / 17  
 

 伊那金属工業株式会社 

 

水質汚濁防止法の遵守 

目標： 法規制値内の維持 

計画 評価 

① 排水の pH ◎ 

② 排水中の六価クロム濃度 ◎ 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2007年度 7.1 7.6 7.5 7.0 7.3 7.2 6.9 7.3 7.0 7.0 7.3 7.1

2008年度 6.9 7.2 6.8 6.7 7.1 7.2 6.8 6.8 6.8 6.9 6.8 6.8

2009年度 7.1 6.8 7.3 6.8 6.8 7.0 7.6 6.8 6.8 7.1 7.2 6.9

2010年度 7.0 7.7 6.9 6.8 7.5 6.9 7.3 6.8 7.4 6.9 7.0 7.2

2010年度目標（上限） 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2

2010年度目標（下限） 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8 5.8

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

pH

月

排水のpH

 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2007年度 0.13 0.12 0.04 0.11 0.07 0.07 0.11 0.03 0.03 0.06 0.35 0.20

2008年度 0.08 0.04 0.09 0.05 0.04 0.04 0.04 0.02 0.04 0.06 0.02 0.02

2009年度 0.10 0.03 0.07 0.02 0.02 0.03 0.05 0.08 0.02 0.03 0.02 0.02

2010年度 0.02 0.04 0.02 0.02 0.10 0.02 0.12 0.02 0.09 0.04 0.03 0.13

2010年度目標 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

六価クロム

(mg/L)

月

排水中の六価クロム濃度
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なお、次年度の目標に「排水中の亜鉛濃度」を追加する予定とし、今年度は

現状の把握を行いました。 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2010年度 0.05 2.6 0.05 0.05 0.32 0.05 1.1 0.05 1.8 1.9 0.56 1.0

法規制値 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

暫定基準値 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

0

1

2

3

4

5

6

亜鉛

(mg/L)

月

排水中の亜鉛濃度

 

活動計画外の環境に関わる活動 

緊急時対応訓練 

薬品運搬中に漏洩が発生した場合を想定した訓練を行いました。 

  

また火災発生に備え、可搬消防ポンプの操作訓練を行いました。 
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工場内の不要物撤去、５Ｓ活動 

活動前 活動後 

  
  

  

次年度の取り組み内容 

2010 年度にて３年間の中期目標の期間が終了し、いずれも当初の目標を 

達成することができました。2011 年度より、環境方針をエコアクション２１

（2009 年版）に準拠した内容に改訂し、これに基づいた３年間の中期目標 

および年間目標の設定を行います。 

次年度から３年間の中期目標は、以下の通りです。 

項目   目標（2013 年度までに） 

二酸化炭素排出量 1 t あたり付加価値 2010 年度比 +1.5%（排出量削減） 

廃棄物排出量 1 kg あたり付加価値 2010 年度比 +1.5%（排出量削減） 

水使用量 1 m3あたり付加価値 2010 年度比 +1.5%（使用量削減） 

排水の pH   5.8 ～ 8.2 （ 法規制値 ） 

排水中の六価クロム濃度 0.25 mg/L 以下（自主規制値） 

排水中の亜鉛濃度  2.0 mg/L 以下（ 法規制値 ） 

化学物質使用量 使用量の定期的な確認 

グリーン購入 対象事務用品の把握と購入推進 

環境に関する情報提供 情報の提供媒体および内容の充実 
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また、次年度の取り組み内容は以下の通りです。 

二酸化炭素排出量の削減 

目標： 排出量１ｔあたり付加価値 2010 年度比 +0.5% 

① 節電の励行（未使用電気機器の積極的な電源オフ） 

② 蒸気加熱の効率的な運用 

廃棄物排出量の削減 

目標： 排出量１kg あたり付加価値 2010 年度比 +0.5% 

① 廃プラスチックの削減 

② スラッジの削減 

水使用量の削減 

目標： 排出量１m3あたり付加価値 2010 年度比 +0.5% 

① 節水の励行 

水質汚濁防止法の遵守 

目標： pH＝5.8～8.2,  

Cr6+: 0.35 mg/L 以下，Zn2+: 3.0 mg/L 以下 

① 排水のｐＨの管理 

② 排水中の六価クロム濃度の管理 

③ 排水中の亜鉛濃度の管理 

化学物質使用量の維持管理 

目標： 化学物質使用量の定期的な確認 

① ＰＲＴＲ制度対象物質使用量の集計 

② 使用化学物質（薬品）の確認 

グリーン購入の推進 

目標： 事務用品のグリーン購入対象品目の把握 

① グリーン購入対象事務用品のリストアップ 

環境に関する情報の積極的な提供 

目標： 環境情報の提供媒体の充実 

① 会社案内（パンフレット）の更新 

② ホームページへの環境活動情報の掲載 
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6. 環境関連法規制等の遵守状況の確認および評価 

当社の企業活動に伴い遵守すべき環境法規制は、以下の表の通りです。 

法令名 該当要求事項 対応事項 遵守状況 

水質汚濁防止法 

排水基準の遵守 

特定施設の届け出 

排水水質の測定 

特定施設の適用範囲の確認・届け出 問題なし 

測定水質の確認 問題なし 

公害防止組織整備法 公害防止管理者の届け出 公害防止管理者の配置・届け出 問題なし 

毒物劇物取締法 

毒物の届け出 

倉庫の表示・施錠 

毒物・劇物の管理・記録 

毒物劇物取扱責任者の配置・届け出 問題なし 

表示・施錠 問題なし 

管理・記録 問題なし 

廃棄物処理法 

マニュフェストの交付・回収・保管他 

保管基準の順守 

産廃物委託契約締結 

マニュフェスト管理 問題なし 

マニフェスト交付状況の届け出 問題なし 

特別管理産業廃棄物管理責任者の配置 問題なし 

産廃置場の管理・表示 問題なし 

委託契約書の確認 問題なし 

消防法 

危険物の管理 

危険物の表示 

貯蔵所の届け出 

乙４種の危険物取扱者の配置・届け出 問題なし 

地下タンク検査記録 問題なし 

環境管理責任者が中心となり環境関連規制の遵守状況のチェックを行い、 

過去３年間の水質汚濁防止法、公害防止組織整備法、毒物劇物取締法、廃棄物

処理法、消防法の違反はないことを確認しました。 

また、関係行政機関、顧客、近隣からの指摘事項、クレーム、訴訟などは、

一件もありません。 

7. 代表者による評価と見直し 

年２回、代表者による環境活動の実施状況の確認と見直しを行っています。

今年度の評価および見直し内容は、次ページ以降に掲載の「マネージメント 

レビュー議事録」によります。 
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（１回目） 

    

マネージメントレビュー議事録 

    

見直しに必要な情報 

（管理責任者の報告） 

[取組状況の評価結果] 

・全体として計画通りの活動が行われており、目標値も達成できている。 

 このままの状況が維持されることが好ましい。 

 ただし、電導度計による水洗水の管理が順調ではないため、見直しの必要性が高い。 

・是正処置：６件（内、エコアクション２１中間審査用改善事項：４件）、予防処置：１件 

 対策結果は良好である。 

  

  

  

  

[目標・環境活動計画の達成状況] 

（詳細は環境活動計画書による） 

目標項目 
目標値 環境活動 

コメント 
達成状況 達成状況 

二酸化炭素排出量の削減 ◎ ◎ 達成できた。 

廃棄物の削減 ◎ ◎ 大幅に達成できた。 

水使用量の削減 ○ ○ 電導度計による管理ができない。 

水質汚濁防止法の遵守 ◎ ◎ ｐＨ、六価クロムとも問題なし。 

        

        

        

        

        

[周辺の変化の状況] 

・エコアクション２１が２００９年版に改訂され、現在、移行期間となっている。 

 今年度内は、従来の２００４年版に準拠する形で引き続き環境活動を行うが、 

 来年度からの完全移行に際し、順次対応していく必要がある。 
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 実施日時 2010/09/30 13:00～14:00 
承 認 作 成 

  社 長 環境管理責任者 

  
出席者 

社長 

味澤（環境管理責任者） 

平澤(忠)  
 

 

    変更の必要性の有無・指示事項 

（管理責任者のコメント・提案） （代表者） 

[環境方針] [環境方針] 

・エコアクション２１の改訂に伴い、 ・今年度内は現行の環境方針とするが、 

 環境目標の必須項目が増加したことから、  来年度までに見直しを行うこととする。 

 環境方針、特に具体的取組み内容について   

 見直しを行った方が良いのではないか。   

    

    

    

    

  変更の必要性： 有 無 

[目標・環境活動計画] [目標・活動計画] 

・電導度計にて水洗水の測定を行ったが、 ・電導度計による水洗水の管理は、現行の方法 

 処理品の種類、量による変動が激しく、  では難しいため、来月以降は中止とする。 

 管理基準を設けることが非常に難しい。  今後は、別の方法について検討を行う。 

・エコアクション２１の改訂により、 ・来年度より、これらの目標を設定する。 

「化学物質使用量の削減」、「グリーン購入」  排水中の亜鉛濃度については、４月に遡って 

 及び「自らが生産・販売・提供する製品及び  集計を行い、現状の把握を行った上で、 

 サービスに関する環境配慮」について、  来年度より目標値を設定する。 

 環境目標の設定が必須となる。   

 また、生物多様性についても具体的取組みの   

 実施が求められているため、排水中の   

 亜鉛濃度についても目標値が必要ではないか。   

  変更の必要性： 有 無 

[その他の環境経営システムの各要素] [環境経営システムの各要素] 

・エコアクション２１の改訂に伴い、 ・４月に遡って化学物質使用量の集計を行い、 

 環境への負荷の把握として、  現状の把握を行うこと。 

 「化学物質使用量」（PRTR法該当物質）   

 が必須事項として加わった。   

・県環境課および保健福祉事務所のパトロールを ・引き続き、関係法令を遵守すること。 

 受けたが、指摘事項はなかった。   

・環境管理責任者について、１０月より ・円滑に業務の引き継ぎを行うこと。 

 味澤 から 平澤(忠) に引き継ぐ。 
 

  変更の必要性： 有 無 
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（２回目） 

    

マネージメントレビュー議事録 

    

見直しに必要な情報 

（管理責任者の報告） 

[取組状況の評価結果] 

・全体として計画通りの活動が行われ、目標値も達成できた。 

 ただし電導度計による水洗水の管理は、管理基準の策定が困難であることから、 

 前回のマネージメントレビューを経て計画を中止した。 

・是正処置：７件（内、エコアクション２１更新審査指導事項：６件）、予防処置：２件 

 エコアクション２１更新審査の指導事項については、順次対応を行っている。 

 その他の処置については、良好な対策結果が得られている。 

  

  

  

[目標・環境活動計画の達成状況] 

（詳細は環境活動計画書による） 

目標項目 
目標値 環境活動 

コメント 
達成状況 達成状況 

二酸化炭素排出量の削減 ◎ ◎ 冬期の排出量増加を抑えることができた。 

廃棄物の削減 ◎ ◎ スラッジの削減により、大幅に達成できた。 

水使用量の削減 ◎ ○ 電導度計による水洗水の管理は中止した。 

水質汚濁防止法の遵守 ◎ ◎ ｐＨ、六価クロムとも問題なし。 

        

        

        

        

        

[周辺の変化の状況] 

・エコアクション２１が２００９年版に改訂され、現在、移行期間となっている。 

 来年度より、当社も２００９年版に対応した活動を行う。 
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 実施日時 2011/04/27 13:00～14:30 
承 認 作 成 

  社 長 環境管理責任者 

  
出席者 

社長 

平澤(忠) (環境管理責任者) 
  

 

    変更の必要性の有無・指示事項 

（管理責任者のコメント・提案） （代表者） 

[環境方針] [環境方針] 

・４月１日付にて、環境方針を改定した。 ・今回の改定内容について、従業員全員に 

 エコアクション２１の改訂に伴う  周知すること。 

 環境目標の必須項目増加に対応し、   

 具体的取り組み内容を増やした。   

    

    

    

    

  変更の必要性： 有 無 

[目標・環境活動計画] [目標・活動計画] 

・３年間の中期目標期間が終了した。 ・この３年間の環境活動により、 

 いずれの項目も、当初の目標を達成できた。  環境に配慮した事業活動が推進できた。 

 来年度より環境目標の必須項目が増えるが、  来年度からの必須項目においては 

 新たに３年間の中期目標を設定し、  数値目標の設定が難しい項目もあるが、 

 目標が達成できるよう、活動計画の策定と  実効性について随時確認を行うこと。 

 活動を行っていきたい。   

・排水中の亜鉛濃度については、データの ・排水中の亜鉛濃度は管理が難しいため、 

 集計が終了した。  特に亜鉛めっきラインの排水状況に 

 来年度より、目標値を設定する。  配慮すること。 

    

    

  変更の必要性： 有 無 

[その他の環境経営システムの各要素] [環境経営システムの各要素] 

・エコアクション２１の更新審査を受審。 ・更新審査の指導項目については、次の受審時 

 主に、２００９年版への移行における対応に  までに確実に対応策を実行すること。 

 ついて、指導を受けた。   

 環境マニュアルと環境活動レポートについて   

 も、２００９年版への対応が必要である。   

    

    

  
 

  変更の必要性： 有 無 
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